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ポ リ フ ェ ノ ー ル 等の ヒ ト胸 膜 培養 細胞 に お け る

ク ロ シ ドラ イ ト DNA 傷害 に 及 ぼす 影 響

○ 大 山謙
一
　　東 京都健 康 安 全 研 究セ ン タ ー　環 境保 健 部

【目　 的 1

　 近 年 、ア ス ベ ス ト繊 維 吸 入 が 原 因 と思 わ れ る中皮腫 に よ る 死 亡例 が報 じ られ 社 会 問 題 と な っ

て い る。ま た 、 過 去 に ア ス ベ ス ト繊維 を吸 入 し 、 中皮腫 発 生 予 備軍 とな っ て い る人 も少 な い と

考 え られ る。こ の よ うな 中 で 、中皮腫発 生 を擁制 す る 物 質 あ る い は 方 法 等 を見 い だ す こ と が 急

務 と な っ て い る 。 そ こ で 、ま ず in　 rf 註 o 実 験 と し て 、 ア ス ベ ス ト繊 維 に よ る 胸 膜 細胞 傷 害 に

お け る ポ リ フ ェ ノ
ー

ル 等 の 影 響 を比 較 検 討 す る た め に 、 ク ロ シ ド ラ イ トと ヒ ト絢 膜 培 養 細 胞

（MeT− 5A）を 用 い て DNA 中 の 8 ヒ ド ロ キ シ デ オ キ シ グ ア ノ シ ン （8−eHclG）濃度 を F：LISA キ ッ トで

測 定 し た。

【材料 と方 法 1

  試 験 物質 ：　 没食 子 酸 エ ピ ガ ロ カ テ キ ン 、エ ピ カ テ キ ン 、ク ル ク ミ ン 、カ プサ イ シ ン 、グ リ

チ ル リ チ ン 酸 ニ カ リ ウ ム 、ダ イ ゼ イ ン 及 び ゲ ニ ス タ イ ン は ナ カ ライ テ ス ク か ら購 入 し 、DMSO

で 溶解 させ た。

  細 胞 ：　 MeT −5A は ATCC か ら分 譲 され た 。

  ク ロ シ ド ラ イ ト は JAWE精 度管 理 セ ン タ
ー

か ら購 入 し 、 リ ン 酸 バ ッ フ ァ
ー

液 に 浮 遊 さ せ た。

  試 験 方法 ：　 細胞 を 10 ％ 牛 胎 仔 血 清含有 F12／DMEM を 用 い て 5 °

／。　CO2、37 ℃ 、飽 和 水 蒸気

下 で 醜培養 し 、IO6 個 を 6 穴 プ レ
ー

トに 播 種 し た ．細 胞 が 底 面 に 付 着 した 後 、無 血 清 培地 に 交

換 し 、試験 物質 と ク ロ シ ドライ ト〈2 皿g）を 添 加 し て 48 時 間 培 養 し た
． そ の 後 DNA 抽 出 キ ッ ト

（和 光 純 薬 ） を 用 い て 細 胞 か ら DNA を抽 出 した v 得 られ た DNA を ヌ ク レ ア
ーゼ P1 （ヤ マ サ 醤

油 ）及 び ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ タ ーゼ （シ グ マ ア ル ドリ ッ チ ）で 処 理 し 、 ELISA キ ッ ト （日本 老

化 制御研 究 所 ） を 用 い て 8−OHdG 濃度 を湖 定 し た 。

【結 　果 】

　ク ロ シ ド ラ イ トを作 用 さ せ た 細 胞 に エ ピ カ テ キ ン （105M ）ま た は カ プ サ イ シ ン （IO
’6　 M）を添

加 した場 合 、8−OHdG 濃 度 の 減少 が 見 られ た。

【考　 察】

　エ ピ カ テ キ ン 及 び カ プ サ イ シ ン は 、ク ロ シ ドラ イ トに よ る 8−OHdG 生 成 を 掬 制す る 作用 が あ

る こ とが 推 察 され た 。 今 後 、こ れ ら の 物 質 の ア ス ベ ス ト繊 維 に よ る 中皮腫 発 生 抑 制 作 用 に っ い

て 実 験 動 物 を用 い て 検討 す る 必 要 が あ る と思 わ れ る 。

一434 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


